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１．現象の特徴と研究目的

　エネルギーと物質の両者の移動を伴う現象は二重拡散現象とよばれ，自然界や各種工業装置などにおいて数多く見られる．この問題の特徴は，熱と流れの問題や流れと拡散の問題を個別に扱うような場合とは異なり，濃度と温度の両者が密度変化に影響を与えるということである．

　発電所，焼却炉，そして自動車のエンジンなどの高温燃焼の際には一酸化窒素が排出され，これはさらに酸化されて安定な二酸化窒素となる．このような汚染物質が排出される場合，そのほとんどは，高温・高濃度な物質が主流（大気）へ放出される．主流が存在しない（無風に近い）場合においても，放出口が高温・高濃度であることが多く，自然対流（密度差をなくす自然発生的な流れ）による拡散が生じる．本研究では，焼却炉を想定し，主流が存在する場合のNOとNO2の二重拡散問題を取り上げ，数値解析を行った．[image: image1.png]oCc 1
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２．研究結果
　本問題の場合，濃度による浮力は値が大きいと下向きに，温度による浮力は値が大きいと上向きに働く．浮力比Ｎ（濃度差による浮力と温度差による浮力の比）を1とすると，流れには揺れがほとんど認められず，比較的穏やかなものとなる．しかしながら，N=0.95とした場合には，始め上方への大きな揺らぎを確認でき，さらにこのあと，上下の激しい振動（揺れ）へと発展した．これは，温度差による浮力の効果が，濃度差による浮力の効果を上回っているためである．さらにN=1.05として濃度の浮力の効果を大きくすると，流れは全体的に下方へ向かう．
３．応用の可能性

　二重拡散問題は，各種の工業化学装置や自然現象などと関係深い．特にこのような問題の数値計算は，例えば，ごみ焼却場から高温・高濃度な状態で排出される，有害な物質を含んだ気体が周囲にどのように拡散してゆくのかなど，実際に実験を行うのが困難でかつ自然環境と関わりの深い問題を予測する手段となり得る．
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